
機関紙・広報・ミニコミ編集者のための教室

・ と き 2月 7日 (金)～ 8日 (三L)
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第116期関西機関紙学校

論
化

●ところ

●参加費

●定 員

●申込締切

1997年

受講証は発行しません。直接会場の受付まで

鈴鹿国定公園 湯の山温泉
二 重 保 健 福 祉 セ ンター ※政府管掌健康保険証を持参のこと

ヘルシーパル湯の山
二重県二重郡菰野町大学菰野字江田8474-177 ●0593-92-2233

17,500円 (会員団体おひとり)
(受講料 5,500円、運営経費口会場費 2,000円、 1泊 2食10,000円 )

〈非会員団体は受講料おひとり7,000円、争議団割引あり〉

〈夜間通学・機関紙学園受講生の会員証割引あり〉

60ノ人卜定員次第に締切

1997年 1月 20日 (月 )

▲第115期機関紙学校では被災した神戸の街を取材

責任指導 日本機関紙協会大阪府本部
〒553 大阪市福島区吉野3-2-35 大阪機関紙会館
806(465)1201 FAX06(465)1205

振替口座 00960-8-308499 大阪労金福島支店 (普 )2409513



ミニコミ・機関紙・広報編集者のための

ジャーナリスト・スクール

1:00   PM1 2:30

解
決
し
た
い
メ
デ
ィ
ア
の
性
商
品
化

Ｃ
Ｍ
＆
マ
ス
コ
ミ
に
み
る
男
女
の
役
割
分
担
の
検
証

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
の
男
女
役
割
を
問
い
直
す
会

世
話
人
　
吉
田
　
清
彦

男
女
平
等
の
視
点
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
性
差
別
を
検
証
ヽ
何
気
な
く
み
て
い
る

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
女
と
男
の
固
定
的
役
割
分
担
を
タ
レ
流
す
―

″
情
報
公
害
／／
を
鋭

く
告
発
し
改
善
の
方
策
を
提
案
。
府
女
性
基
金
プ
リ
ム
ラ
奨
励
賞
受
賞

③
新
人
編
集
者
養
成
教
室
は
両
日
通
し
受
講

④
編
集
企
画
立
案
技
法
＆
楽
し
い
部
運
営

大
阪
自
治
労
連
宣
伝
部
長

　

島久
組
ハ
　

虫
貝
ね
Ⅲ
　

機
関
紙
協
会
大
阪

口
副
理
事
長

1:10´V2:402:50-5:00

受

付

開

始

〈受
講
証
は
発
何
し
ま
せ
ん
。
直
接
抵

〓場
受
付
Ｃ

開
校

あ

い
さ

つ

ゲ

ン

キ

な

Ｋ

Ｉ

Ｋ

Ａ

Ｎ

Ｓ

Ｈ

Ｉ

づ

く

り

の

お

す

す

め

機
関
紙
協
会
大
阪
常
任
理
事
会

③
だ
れ
で
も
で
き
る
パ

龍
谷
大
学
経
営
学
部

ソ

コ
ン

・
Ｄ

丁

Ｐ

（基
礎
編
）

林
筆
卜
　
　
　
離
一
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー



21世紀

新時代を切りひらく

難
灘
難
受
講
さ
れ
る
方
に

お
ね
が
い

織灘
榊

□
持
参
用
具

④
教
室
は
筆
記
具
　
③
は
で
き
れ
ば
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
　
③
は
定
規

・
サ
イ
ン

ペ
ン
（黒
）
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
ペ
ー
パ
ー
セ
メ
ン
ト
、
修
正
液
な
ど

□
駐
車
場
１０
台
の
み

冬
場
に
は
凍
結
す
る
の
で
、
な
る
べ
く
電
車
で
ご
参
加
を

固
講
義
充
実
＆
運
営
／
新
年
号
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示

講
義
中
は
禁
煙
で
す
。
し

っ
か
リ
メ
モ
を
と

っ
て
ど
し
ど
し
質
問
を
し
て
く
だ

さ
い
。
司
会
や
受
付
、
懇
談
会
座
長
、
日
刊
紙
発
行
な
ど
に
も
ご
協
力
を
。
組

織
内
外
を
問
わ
ず
、
機
関
紙
学
校
受
講
を
よ
び
か
け
て
く
だ
さ
い

7:30”‐‐‥３０

回
④
記
事
は
足
で
書
く
、取
材
の
や
り
方
＆
記
事
執
筆

③

キ
ミ
も
今
日
か
ら
機
関
紙
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
新
人
総
合
教
室

大
阪
市
役
所
労
組
教
宣
部
長

　

十四
躙
円
　

椎
壁

一

機
関
紙
協
会
大
阪

日
常
任
理
事

講
師
を
囲
ん
で
Ｑ
＆
Ａ
・ナ
イ
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー

・
紙
面
批
評

※
紙
面
批
評
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
互
交
換
用
の
機
関
紙
３０
部
持
参
く
だ
さ
い

※
専
門
書
籍
の
展
示

・
即
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

大
阪
教
職
員
組
合
情
宣
部
長
　

上．川
薦
膝
　

禾
温
雄

　

機
関
紙
協
会
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阪
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理
事
長
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編

集

念
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研
究
振

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の

ツィ
ル
ド
ゥ
ズ
）
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
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さ
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。
ス
キ

ャ
ナ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
も
。

講
義
に
あ
た

っ
て
の
実
際
指
導
が
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
理
解
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す
す
む

［復
刻
版
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③
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Ю
五
〓
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を
築
く
と
き
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修
／
東
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敏
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大
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・石
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誠
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・中
路

賞

大
好
評
の
復
刻
版
シ
リ
ー
プ
。
歴
史
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抗
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く
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る
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集
』
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前
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弾
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〓
③
ふ
じ
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示
会
ガ
ィ
ド
の
四
大
付
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価
七
千
二
百
十
円

日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー



●
下
記
の
申
込
書
に
完
全
記
入
の
う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
協
会
大
阪
　
機
関
紙
学
校
係
ま
で

●
初
心
者
大
歓
迎
、
ど
の
よ
う
な
学
校
か
、
選
択

す
べ
き
専
門
教
室
は
ど
れ
か
、
不
明
な
点
や
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
遠
慮
せ
ず
事
務
局
ま
で
ご
質

問
＜
だ
さ
い

※
近
鉄
大
阪
線

「鶴
橋
」
劇
９

‥
３５
発
～
湯
の
山
温
泉
皿
１１

‥
５２
着
が
直
行
便
で
お

す
す
め
。
片
道
３
、
５
９
０
円
。
全
席
座
席
指
定
で
１
カ
月
前
よ
り
発
売
。
時
刻

・
乗
り
か
え
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
近
鉄
鶴
橋
駅
８
０
６

ｏ
７
３
１

●
５
５
０
０

l
ゝ
＼ヽ

●近鉄湯の山温泉駅より徒歩 5分
●東名阪四曰市インターより車 15分

●国道 1号線四日市より車30分

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
も
可
。
参
加
費
は
事
前
に
お
振

込
み
＜
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・４
６
５
。１
２
０
５

●
機
関
紙
学
園
会
員
証
を
お
持
ち
の
方
、
争
議
団
や
大

量
参
加
の
団
体
は
受
講
費
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
＜
だ
さ
い

●
募
集
ビ
ラ
必
要
部
数
は
事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ

― ― 一 ― ― 一 ― ― ― 一 ― 一 ― 一 ― 一 一 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 一
ヰ

■ ― ― ― 一

 リ  
ー ー ー ー

 ト  
ー ー ー ー

 リ  
ー … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …

ヨ
■

至
鳥
羽

主要交通ごあんない

第
１１６
期

関
西
機
関
紙
学
校
申
込
書

団 体 名

住 所 容 ( )

氏 名 ( )歳  男・女

役 職 活動経験 1年未 1～ 3年 3～5年 5年以上

専門教室
1日 目

A企画・部運営 Bパソコン基礎
両日

C新人教室
2日 目
A取材記事 Bパソコン応用

参加形態 オール参加   1日 目のみ   2日 目のみ   通 学

わたしは、参加費(    )円 添えて申込みします。
199  年  月  日         日本機関紙協会大阪府本部 御中


